
 

 

 

 

 

 
 

学校評価を受けて  
 

副校長 荒川 弘樹 
 
今年度も残すところ約２ヶ月となりました。学校では 

今年度のまとめを行い、次年度への計画、準備を進めて 
いるところです。 
さて、先日は学校評価（保護者アンケート）にご協力 

いただきありがとうございました。今年度は、９１名 
（家庭数回答）のアンケートが集まり、回答率は 
９１．９％でした。 
全体の結果を見ると、【特色ある教育】小笠原の豊か 

な自然を生かした学習や地域の方々の協力により、特色 
ある教育活動を展開している。【保健指導】児童の心身 
の健康の保持増進を図るため、児童の健康管理や健康に 
関する指導が適切に行われている。などの設問では、 
Ａ（よくあてはまる）、Ｂ（ややあてはまる）と肯定的 
に回答した割合が高い結果となりました。高い評価をい 
ただいた教育内容につきましては、次年度以降も継続し 
て取組を充実させていきます。 
一方で、【規範意識】小笠原小学校の児童は、基本的 

な生活習慣（挨拶、整理整頓、忘れ物）、校舎内外での 

ルールやマナーなどの規範意識が身に付いている。 

【環境整備】教室や特別教室等、校舎内の設備や教具が 

十分に整備され、児童が安全に活動できる教育環境が整 

っている。などの設問では、Ｃ（あまりあてはまらない）、 

Ｄ（全くあてはまらない）と回答した割合が高く、今年度の取組としての課題が見られました。 

課題の見られた教育内容については、例えば、学校内外で、相手意識をもった行動ができるような取組を充実
させるなど、改善をしていきます。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、例年と異なる教育活動が実施されました。来年度以降も保
護者・地域の皆様のご理解・ご協力が不可欠となります。引き続き、気になることやお気付きの点がございまし
たら、ご意見をいただけるようにお願い申し上げます。今後もさらにより良い学校になるよう教職員一同努力し
てまいります。 
 

※グラフの各項目について、Ａ（よくあてはまる）、Ｂ（ややあてはまる）、Ｃ（あまりあてはまらない）、Ｄ（全くあてはまらな
い）、不明（わからない）で回答しています。 

※数値の単位は、％となります。また、数値を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 
※学校評価の詳細及び令和３年度年間行事予定案につきましては、２月中旬に配布予定です。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 小笠原村立小笠原小学校 

学校だより 
２月号（R3．2．1） 

ＴＥＬ 0 4 9 9 8 - 2 - 2 0 1 2 

校長  横山  優美 

＜安全目標＞  
   
けがを防止しよう 
 

  
・休み時間の安全 
・安全な登下校 
 
けがの防止として、誰もができる行動には、「周りの

状況を見る」「危険に気付く」「安全な行動をする」こと
が挙げられます。休み時間や登下校中に、不注意でけが
をしてしまうことがよくあります。日頃から、自らけが
の防止をする習慣を身に付けられるように指導してい
きます。 

＜生活目標＞ 
 
ありがとうの気持ちを表し 

助け合える学校生活を送ろう  
  ・いろいろな学年と話す 

・６年生に感謝とお祝いの気持ちを伝える 
  

 誰に対しても「ありがとう」という言葉を感謝の気持
ちで伝えることが大切です。 
 いつも同じ友達だけではなく、異学年同士で話した 
り、交流したりする中で、子供たちは大きく成長して 
いきます。コロナ禍ではありますが、できるかぎり異 
学年交流をする機会を設けていきます。 

学校評価（保護者アンケート）結果 



仲良しお弁当会                            担当 小野里・松丸 

１２月１５日（火）仲良しお弁当会が行われました。今年度は新型コロナウイルス感染症対策のた

め、校庭で、縦割り班ごとにお弁当を食べました。お弁当後には、代表委員会の児童が中心になり、

他学年と仲良くなれるように考えたクイズを行いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

書き初め大会                             担当 圡橋・小川 

新年を迎え、１月１３日（水）～１５日（金）に「書き初め大会」が開催されました。今年度

は、コロナ対策として１学年ごとに分かれての実施となりました。１、２年生は各教室で硬筆、

３～６年生は、体育館で毛筆に取り組みました。静かな空間で今までの学習の成果を生かし、一

画一画、想いを込めて鉛筆、筆を走らせました。１月２２日（金）～２月６日（金）には、書き

初め展が行われ、廊下に作品が並んでいます。どの作品からも、一生懸命書いたことがよく伝わ

ってきました。なお、今年度は残念ながら、東京都公立学校美術展覧会は中止となりましたが、

母島小中学校の学習発表会には、昨年度に引き続き、出展しております。 

保護者の皆様には、来校しての鑑賞はご遠慮いただいておりますが、ホームページで作品をご

覧いただけます。 

 

 

                        

 

 

 

 

 

オンライン学習                             担当 今井 英一 

 ３年総合的な学習の時間で、「オガサワラオオコウモリ」についての学習をしています。今年度は、

小笠原自然文化研究所（ＩＢＯ）の皆さんとＺＯＯＭを利用してオンラインで学習を進めてきました。

体験的な学習がなかなかとれない中でも、オンラインで学習することは十分に意義があることだと感

じました。子供たちも画面を通して、生の声でのやり取りを繰り返しながら、「オガサワラオオコウモ

リ」について理解を深めてきました。今後もオンラインと体験的な学習を併用しながら進めていきた

いと思います。 

 
 
 
 
 
 

 



※講師への質問に関しては回答待ちの状況です。 

外国語教育について         担当 ルース・浅野 

English is being taught in every grade in Ogasawara Elementary School. 

It aims to build a good language foundation and is designed to develop 

students’ skills holistically.Lessons and activities target the students’ 

vocabulary, listening and speaking skills. Though not the focus in all levels, 

reading and writing skills are also being honed. Lessons are being 

introduced and mastered through class discussions, conversation and 

listening activities, games and the like. 

The school also has an English corner found near the school nurse’s 

office. This corner is designed to provide information, activities and 

vocabularies that students can talk about. It is being updated from time to 

time. 

 

小笠原小学校では、全学年で英語を教えています。優れた語学基礎
を構築することを目的として、児童の語学スキルを総合的に伸ばす
ことを目標としています。リーディング、ライティングの全ての向
上を目指しているわけではありませんが、レッスン内容は児童の単
語、リスニング、スピーキングのスキル向上を目的にしています。
レッスンは、クラスディスカッション、スピーキング、リスニング、
ゲーム等を組み合わせて行っています。 
保健室の近くには、英語コーナーがあります。児童が話したり、

学んだりできる最新の情報や単語、活動状況を掲載し、随時更新し
ています。 

 
地域学校保健委員会 「ネット・ゲーム依存にならないために私たちにできること」      

担当 阿部 大樹 
 年１回、小・中・高合同で保健に関する内容の講演会を行っています。今年度は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響で、家庭でのネットやゲームをする時間が増加したことを考慮し、ネット・ゲーム
依存に関する内容としました。講師は、日本で初めてネット依存治療専門外来を設立した久里浜医療
センターの松崎尊信先生にお願いし、ＺＯＯＭによるオンライン講演会という形で実施しました。な
お、小・中・高・母島をＺＯＯＭによるオンラインで結んだ講演会は小笠原村にとって初めての試み
でもありました。 
全国的にネットの普及率が増加（８９．８％）し、特に近年はスマホ普及率が急増（８３．４％）

している中、小笠原の子供たちの状況は果たしてどうなのか。今回は、小・中・高で事前にとったア
ンケート結果を講師の先生に考察していただくという大変貴重な対応をしていただきました。結果は
以下の通りになります。 
特徴的な点としては、図２より、内地だとＳＮＳやオンラインゲームが多いようですが、小笠原で

は動画の割合が多い点が挙げられます。注意が必要な点としては、図１より、高校生になると休日の
利用時間が７時間という生徒が多い点、また図はありませんが「勉強や友人とのつきあい、家族の行
事などより、インターネットやゲーム機の使用の方を優先することが多いですか？」「睡眠障害や憂う
つ、不安などといった心の問題が起きても使用を続けますか？」の問いに対して「はい」と答えた高
校生が２１％いた点が挙げられます。 
対策としては、①生活習慣を守ること（早寝・早起き・朝ごはん）、②いろいろな楽しみを見つける

こと（リアルな体験）、③目標をもつこと（達成感）がとても大切であるとのお話でした。ご家庭での
ネットやゲームをする上での話題にしていただければ幸いです。ぜひ参考にしてみてください。 

 
図１                       図２                            図３ 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
行事予定表（２月） 

日 曜 船 朝 食 行事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

2/1 月  全校朝会 牛乳 芝生養生期間始(～28 日)、PTA 焼き芋配布 5 5 5 6 6 6 

2 火   牛乳 安全指導、6 年中学校新入生説明会(5・6 校時) 5 5 6 6 6 6 

3 水 出 児童集会 
牛乳(1

年のみ) 

1 年：研究授業(１年生  弁当あり ５時間授業 

１年以外 弁当なし ４時間授業) 
5 4 4 4 4 4 

4 木   ﾖｰｸﾞﾙﾄ  5 6 6 6 6 6 

5 金   牛乳 委員会、SC 5 5 5 5 6 6 

6 土   なし 土曜授業(全学年 ４時間 弁当なし）※公開はありません 4 4 4 4 4 4 

7 日 入          

8 月  全校朝会 牛乳 図書ボランティア整備日 5 5 5 6 6 6 

9 火   牛乳 １・２年遠足 5 5 6 6 6 6 

10 水 出  飲ﾖｰｸﾞﾙﾄ 芝生 5 5 5 5 5 5 

11 木    建国記念の日       

12 金   牛乳 図書読み聞かせ、SC 5 5 6 6 6 6 

13 土 入   算数検定       

14 日    漢字検定       

15 月  全校朝会 牛乳 ６年卒業週間始、６年母島事前検診 5 5 5 6 6 6 

16 火 出  牛乳 ６年母島移動教室始（～１８日） 5 5 6 6 6 6 

17 水   牛乳  5 5 5 5 5 5 

18 木   牛乳  5 6 6 6 6 6 

19 金 入  ﾖｰｸﾞﾙﾄ ３・４年遠足、図書読み聞かせ、SC 5 5 6 6 6 6 

20 土           

21 日           

22 月 出 全校朝会 牛乳 読書に親しむ週間始（～２６日） 5 5 5 6 6 6 

23 火    天皇誕生日       

24 水  運動集会 牛乳 芝生、低学年補食（チョコパン） 5 5 5 5 5 5 

25 木 入 児童集会 なし 校内研修会（全学年 ４時間授業 弁当なし） 4 4 4 4 4 4 

26 金   牛乳 
図書読み聞かせ、SC、新１年生保護者会 

高学年補食（チョコパン） 
4 5 5 5 5 5 

27 土           

28 日 出          

3/1 月  全校朝会 牛乳 図書ボランティア整備日 5 5 5 6 6 6 

2 火   牛乳 安全指導 5 5 6 6 6 6 

3 水 入  ﾖｰｸﾞﾙﾄ  5 5 5 5 5 5 

4 木   牛乳 ６年生を送る会 5 6 6 6 6 6 

5 金   牛乳 図書ボランティア、委員会、SC 5 5 5 5 6 6 

※「行事」の欄の SC来校日は、スクールカウンセラーの来校日となります。 

※「各学年」の欄の数字は、授業時数となります。通常と違う時程や年度当初から変更のあった場合は、赤字になっています。 

※２月に予告なしの避難訓練、ハンカチチェックがあります。 

※牛乳・ヨーグルト飲料・ヨーグルトの提供日は入出港や賞味期限の関係で入れ替わることがあります。 

※政府による緊急事態宣言期間が延長されるなど、今後の状況により変更する場合があります。連絡の必要が生じた際には、別途ご 

連絡します。 

 


